　　　　　　　　　　功 労 者 表 彰 規 程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年11月13日施行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和48年 4月 1日改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年 ７月27日改正

第1条 本連盟の会員で、全国あるいは都道府県市（特別市）の特別支援教育の改善進歩に貢献し

　　　た個人、または団体に理事長名をもって表彰状を贈呈する。

第2条 本連盟の事業に関し功績顕著な個人、または団体に理事長名をもって感謝状を贈呈する。

第3条 前２条の該当者は、都・道・府・県市（特別市）の特別支援教育研究団体、または、常任

　　　理事会の推薦したものの中から選考する。

第4条 前条の選考を行うために、選考委員会を設ける。選考委員会は理事長の委嘱した理事をも

　　　って構成する。

第5条 この規程の取り扱いに関し必要な事項は別に定める。

付　則　この規程は昭和43年11月13日より施行する。　

　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(表彰に関する内規,　　　　　　　　　　)
Ⅰ　各都道府県市（特別市）単位団体から推薦する候補者については、次の二つの要件を満たす

　ものとする。

1． 特別支援教育関係の学校・学級・施設・団体・官公署等に10年以上勤務し、この教育の発

　展に多大の貢献をしたもの。

2． 本連盟ならびに単位団体の役員・事務局員等を５年以上つとめ、本連盟ならびに単位団体の

　活動の促進、組織の強化等に貢献したもの。

なお、功労者表彰推薦の時期に故人となられた方を推薦したい場合は、事前に本部事務局と

　　ご協議ください。

Ⅱ　表彰者の基準

　　　表彰状を贈呈する数は、毎年、各都道府県市（特別市）１名以内、東京都は３名以内とする。

　　ただし、本連盟主催の全国大会開催担当道府県は、その年に限り２名以内とする。

Ⅲ　選考書類の提出

　

1． 選考のため必要な書類は（イ）履歴書（ロ）功績調書（ハ）その他必要と認められる書類ま

　たは資料。

2． 書類の提出は、単位団体の代表者から、全特連理事長宛とする。

3． 提出の期限は、その年の全国大会開催日の３ケ月前とする。

Ⅳ　表彰の時期

1． 毎年開かれる全国大会の日に行う。

2． ただし、理事長が必要と認めたときは、随時または別に定める日に行うことができる。

PAGE  
27

